
例題例題例題例題9.7　図6.27のはりの荷重点Cのたわみを求めよ．
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が得られ，(A)と同じであることがわかる．
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例題例題例題例題9.8　図6.27のはりのたわみ角の式とたわみ関数を求めよ．
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　図2のように がBC間にあるとき，曲げモーメントの式はQ
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全ひずみエネルギは
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BC間にあるときの二つに分けて考える． がAB間にあM
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と書くことができる．いま求めたいのは荷重点 のたわみ角であるので，カスティリアノの定理からD0AB
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